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令和７年度６月補正予算（第１号）の概要（一般会計）
（千円）

予算書
ページ

19,280 既定予算：69,394

国 19,280

県

市債

基金

その他

0

16,410 既定予算：18,665

国

県

市債

基金

その他

16,410

5,000 既定予算：0

国

県

市債

基金

その他 5,000

0

デジタル推進課

補正額

一般財源

補正額

一般財源

まちづくり課

補正額

一般財源

No. 款 目 区
分

事業名 補正額・財源 事業内容 補正理由・効果等

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

1
総
務
費

一
般
管
理
費

システム標準化
対応事業

　令和6年度地方公共団体情報システムの標準化事
業において，新システムへ移行予定であった滞納
管理システムについて，令和6年度末にシステムエ
ラーにより移行できなかった。
　このため，遅れている標準化について早急に対
応する必要があるため。

　国が推進する地方公共団体情報システムの標準化事業におい
て，昨年度新システムへ移行できなかった滞納管理システムにつ
いて，改めて移行を行う。
【事業費内訳】委託料　19,280

2
総
務
費

一
般
管
理
費

行政情報化推進
事業

　今年10月にサポートが終了するWindows10搭載の
パソコン（令和3年度購入，令和8年度更新予定）
について，Windows11へアップグレードすることで
著しく動作が遅くなる現象が確認されたことか
ら，業務効率化のため早急に対応する必要がある
ため。

　職員へ貸与しているパソコンの一部を，Windows11へのアップグ
レードから購入へ切り替え，適切な業務環境を整備する。
　あわせて，自席のパソコンでリモートワーク可能な環境構築の
ためセキュリティシステムを追加するとともに，庁内ネットワー
クの運用状況について外部監査を実施することで適切なセキュリ
ティ環境を担保する。
【事業費内訳】外部監査委託料　1,782
　　　　　　　システム賃借料　　527
　　　　　　　パソコン購入費 14,101

3
総
務
費

諸
費

コミュニティ事
業補助金

　令和7年3月に助成決定があったため。
　（財）自治総合センターコミュニティ助成事業（宝くじ助成）
を活用し，地域の施設整備に対し補助金を交付する。
【事業費内訳】　
　大冝自治会（テント等整備）2,500
　城見台自治会（テント整備）2,500
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2
（千円）

予算書
ページNo. 款 目 区

分
事業名 補正額・財源 事業内容 補正理由・効果等

166,500 既定予算：0

国 166,500

県

市債

基金

その他

0

7,700 既定予算：0

国

県

市債 6,900

基金

その他

800

13,100 既定予算：0

国 9,305

県

市債 3,400

基金

その他

395

総務課

補正額

一般財源

長寿支援課

補正額

一般財源

教育総務課

補正額

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

特
定
財
源

4
総
務
費

一
般
管
理
費

定額減税調整給
付金給付事業
（不足額給付）

　令和6年分の課税資料を基に概算事業費を算出し
たことに伴い，8月以降の給付開始に向け，早急に
事業着手する必要があるため。

　令和6年度定額減税調整給付金において，所得税及び定額減税の
実績額が確定したことにより，給付額に差額が発生した方を対象
に減税額の不足分を給付（不足額給付）する。
【事業費内訳】給付金　155,000
　            事務費　 11,500
　            （システム改修，労働者派遣，郵便料等）

5
民
生
費

老
人
福
祉
費

大島海の見える
家浄化槽改修事
業

　漏水等の理由により浄化槽法による検査結果が
不適正となったことから，県より令和7年3月に早
急な改善指導があったため。

　大島海の見える家の浄化槽について，改修工事を実施し施設の
長寿命化を図る。
【事業費内訳】工事請負費　7,700

6

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

真鍋中学校災害
復旧事業

　本施設は現在休校となっているが，地域住民が
地域活動等で使用していることに加え，指定避難
所にもなっている。
　この度，国の災害査定及び交付決定が令和6年度
末になされたことから，早急に本工事を実施する
ため本補正にて計上する。

　令和6年5月の大雨で被災した真鍋中学校法面の復旧工事を行
う。
【事業費内訳】工事請負費　13,100
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3
（千円）

予算書
ページNo. 款 目 区

分
事業名 補正額・財源 事業内容 補正理由・効果等

490 既定予算：0

国

県 490

市債

基金

その他

0

120 既定予算：14,345

国

県

市債

基金

その他 60

60

学校教育課

補正額

一般財源

生涯学習課

補正額

一般財源

特
定
財
源

特
定
財
源

7
教
育
費

教
育
振
興
費

新
規

夢への原動力構
築事業

　令和7年4月に県から事業の採択通知があり，速
やかに事業実施する必要があるため本補正にて計
上する。
　なお，本事業の実施により，非認知能力と認知
能力の一体的な育成を図る。

　県事業として，カリキュラム開発推進員を配置し，就学前教育
から義務教育の終わりまでの12年間の切れ目のないカリキュラム
を開発することで探究的な学びを充実させる事業を実施する。
　この度そのモデル校として，北川小学校が実施校となった。校
内研修のための事前準備や研修会への参加，先進校視察等を行
う。
【事業費内訳】講師謝礼，研修費用等　490

8
教
育
費

公
民
館
費

地区公民館管理
事業

　受納済の寄附金を，早急に公民館事業に活用す
るため。　寄附による地区公民館管理委託料の追加を行う。

【事業費内訳】委託料　120

228,600

国庫支出金 195,085

県支出金 490

市債 10,300

基金繰入金 0

その他特定財源 5,060

17,665

事業費

一般財源

特
定
財
源

令和７年度６月補正
（第１号）
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